
   

  

   

  

 

 

  夏休みが終わり、今年度もあと半年です。 この半年が極めて重要になります。4月からの 5ヶ月間は、慣らしと 

 今年度の課題の確認の時期です。 夏休みは、前期 5 ヶ月間の総まとめからの成長が見られたかと思います。 

 ここからの半年は、それらを踏まえて更なるステップアップとレベルアップをどうしていくか、煮詰める時期です。 

 

自意識を持ち、気持ちと行動の調和をとり、コントロールをする、臨機応変、応答力と言う事が苦手な子ども達 

 です。その力を、一人ひとりの特性やこだわり、性格を踏まえてトレーニングをしていくには、半年は必要かと思い

ます。 なにせ、毎日が成長の子ども達なので、「スムーズにいかない事の方が多い。」という心構えで望むと言う

意味も含みます。 1 年に一つでも確実な力を身に付けて、将来の生活力や社会性に繋げるためにも緊張して臨

みたい半年になります。 

 

  特に高校生になり、実習が始まってしまうと、生活力に関しての成長を学校には望めないかもしれません。 

 社会に出て行くための、社会性と仕事をするという作業能力の向上が重視になります。  

高校 1年生の 2月に初めての実習が始まります。それまでに、生活力、活動力という物を身に付けて行かなけれ

ばならないのです。（高校 1年生に限っては、実習の準備期間などを踏まえるとあと3,4か月位しかないと考えても

いいかもしれません。） 

 

  中学生、小学生も今から、1 年の成長の流れという物をしっかり把握し、段階を踏めるようにしていきましょう★ 

 身に付けたい力を付ける（伸ばす）ためのトレーニングを始める時期に「早過ぎる」はありません。  

ただ、成長段階のタイミングはありますよね。 その時は、思い切って「休止」です。 そうゆう事もあるかも！を

踏まえて、早めにやっていくのは大切な事だと思います☆ 早く身に付いて悪い事は無いですからね！ でも・・、

もっと早くやっておけばよかった・・の後悔は立たないですよ・・。 

 

    

 

      

   

  

 「周りを見て行動をする。」 「指示や声掛けに対してどう動くか考える。」 「友だちに聞く、教える。」などに対する 

 一人ひとりの力が「輝いた」夏休みでした☆  

  グループ活動、一人行動、ルーム内、外、川・・。役割はみんな違い、その状況に対しての感じ方も違います。 

 その中で、「自分なりの考えた行動」 というのが見えました☆ ズレはあったとしても、方向性は間違っていない！という

感じです。 また、気づいた子がフォローを入れるなんて姿も多く見られました☆  

  全体的にまとまりがあり、皆で活動をしている事を毎日感じました！ 一人ひとりの成長を強く感じ、一人ひとりを頼

りにできる活動が出来ました。 

 

               今年の夏は、異常な暑さだった為、とにかく体調管理の活動になってしまいました。  

熱中症と脱水等にならない様に、身体を冷やす！水分補給！が活動大メインの夏休みでした☆ ならば！川でひた 

すら身体を冷やしつつ思いっきり夏を満喫するしかない！ 何にも問題もなく元気に、そしてしっかり成長が見れたの 

は、皆の力ですよね！ 

<来年度にむけての準備> 
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 <状況を知る・感じる> 

その 6 

<とにかく遊ぶ！> 


